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Anky10saurus赤道ギニア,ユ980年発行,鳥盤目の恐龍で白亜紀

後期に生息した.よろい龍の伸問.丈が低く体長約5mで四脚歩行

し,動きは鈍い.首･胴･尾の上と全表面が鱗の様た板で覆われ,

他の肉食動物の歯が立たたいように出来ていた.同じ仲間のポラソ

カンタスやスコロサウルスには疎があったが,アンキロサウルスに

はそれが改いが,敵から攻撃されたら胴を少し下げると難攻不落だ

った.よろい龍は現代のアルマジロと同様に,地中にもぐって昆虫

などを食ったのではないかと思われている.

Moschopsコンゴ,1975年発行,爬虫類獣か目,ペルム紀中期,

この目は爬虫類の初期に出現した目で,ジュラ紀早期には滅亡した.

カルｰ層から産する.体長約2.5m,肩高約1㎜の重厚なスタイルで,

胴は太く,四肢も太く重く,足の幅は広い.四肢をふんばり乾燥Lた

陸地の上を歩き廻っていたであろう.歯はヘラ状で13対以上並び草食

性だったと思われる.モスユプスとはギリツヤ語でr若い子牛の顔｣

と言う意味.

Mego1ocnusキュｰバ,1958年発行,哺乳類獣亜網貧歯目体長44cmの小形で,キュ

ｰバやハイチの更新統から産出する.体格はきゃしゃで,四肢も細く爪も発達したい.

頭は短く歯は柱状で簡単なことはナマケモノに似ている.多分柔い葉を食っていたであ

ろう.体毛はふさふさしていたらしい.
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